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国際医療協力室                室長 中村 信 （新生児科） 

 
 
 
 
 

国際医療協力室のロゴマーク 

● 活動目的                             

『外国人にやさしい病院』を目指して 

1） 当院では 2005年 4月に国際医療協力室が発足した。（臼井外科医長） 

2） その間、医療通訳をはじめとする外国人診療体制の整備をいろいろと行なってきた。 

3） 2006年から 6年間は厚生労働省国際医療研究を行なった（3研究）。 

 １．（18指１）ネットワーク機関における外国人診療のあり方に関する研究 

 ２．（18公６）胎児から乳幼児に子育てを軸とした継続ケアの構築 

 ３． （21 指９）海外渡航者及び帰国者のための効果的な診療体制整備に関する研究－（分

担）在日外国人・日本への外国人渡航者の診療体制の構築 

4） それらをもとにして、2012 年外国人診療の１０箇条をまとめた。外国人診療に対する基本的な

姿勢を述べている。2013年改訂。 

5） 当院でできる海外医療協力を推進している。 

 

● 活動状況 

1） 海外医療協力（2020年度はコロナ禍のため実活動はほとんどない） 

   NPO中国四国小児外科医療支援機構（本部：岡山医療センター）による活動 

  ミャンマー等手術ミッション 年に１～２回で平成 23年 1月より継続している 

  当院の医師、看護師が毎回参加している。 

海外医療機関からの見学・研修の調整・世話など 

外国人医師臨床修練指導医（中村） 

2） 当院の外国人診療システム充実のための活動 

3） 外国人診療の手助け、助言 

  診療に必要な書類掲示物の英訳・助言など適宜行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山医療センターの外国人診療

• 患者の家族・知人による通訳
上記がいない時は地域連携室・国際医療協力室に連絡

• 多言語医学情報ツールの活用
16カ国対応診療補助表など

• 医療通訳の確保
英語は院内

その他の言語は院外から

岡山国際交流センター 中国語・ポルトガル語など

2019カンボジア国研修にて 
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● 業績  

【2020活動】 

１．2021 年 5 月 19 日 循環器内科留学中の Dr.Fayez Khalid S. AlAhmadi による English Conference

（座長 小川愛子先生） 

2．急患時のオンライン通訳導入に向けた検討（和田・中村） 

  

● 外国人診療の手助けに、１６か国語診療補助表というのが、以前より、救急外来、地域連携室に用

意しています。2016 年 10 月に、COMEDIX の国際医療協力室のところにアップしました。該当の国の部

分をコピーしてお使いください。 

● 日本語のわからない外国人への対応図です。 

 

 日本語のわからない外国人への対応  

        

  外国人来院 

医事科          

  

 

 

   通訳が必要な外国人 

 

 

 

   16か国語診療補助表・機械翻訳などの活用 
        ＣｏＭｅｄｉｘの委員会・ＷＧ一覧の国際医療協力室にある。 

（必要な外国語をコピーする） 

        医事用、担当科医師用、患者用で 1セット。 

        それでも通訳が必要な場合は下記に電話 

 

 

 

国際医療協力室 
 室長 中村 信（（8844）  副室長 秋山一郎（8512） 

 医事専門職、和田吉弘（8303） 

 

 

 

英語：小川愛子（８１２５） , ドイツ語:市川孝治（８５８９） 

その他の言語は、すぐには無理です。 

                                （2021年 3月 国際医療協力室） 

 

リソースナース室                           室長 溝内 育子 

 

●活動目的 

 特定分野の知識及び技術を深め、熟練した看護技術と知識を用いて水準の高い看護実践を行い、

組織横断的に看護ケアの質の向上に資することを目的とする。 

 

●活動目標 

 １．看護の専門分野の知識・技術を活用し直接的ケアを通して看護ケアに貢献する。 

 ２．看護部教育委員会と連携し、院内教育を支援する。 

 ３．リソースナース室活動を院内にアピールし新たな後輩を育成する。 

 ４．リソースナース室活動を院外へ広報誌、地域医療連携につなげる。 

 

●活動状況 

１．リソースナース室会議  1回/月開催  

    リソースナース室活動目的・目標に沿ったグループ活動 

２．研修会、講演会の企画・開催 

１）院内活動 

（１）看護の質向上グループ 

  クリニカルラダー・教育体制の再構築 WG と協働し、令和 3 年度看護部院内教育プログラム

の一部として、エキスパートナースコース研修プログラムを検討した。次年度から、「がん看

護（緩和ケア・がん薬物療法・がん放射線療法）」「感染管理」「糖尿病看護」「皮膚・排泄ケ

ア」の 4分野のエキスパートナースコースを開講することとなり、研修計画案を作成した。 

（２）広報グループ 

  ①リソースナース室活動を院内へ広報誌やポスターを使ってアピールし、リソースを活用し

やすい環境作りに努めた。 

  ②リソースナース便りの発行（1回/3 カ月 回覧板で全職員向け） 

  ③リソースナースポスターの掲示（1回/3 カ月 1階職員用エレベーターホール） 

   内容：リソースの活動の PRや各分野のトピックスなどのお知らせ 

  ④広報誌 ジャーナルへの投稿 （4回/年） 

 

 ２）院外活動 

  （1）2020年度 もも脳ネット 多職種連携強化のための研修会：コロナ禍での地域連携 

2021年 1月 24日  「新型コロナウイルス感染症の感染対策」  

講師：原清美 

    （2）「妊娠中からの母子支援」即戦力育成プログラム 20 

2021年 2月 5日  「NICUの入学生と卒業生、NICU入院時の予後・ファミリーケア」  

講師：國安ゆかり 

    (3)「看護師のアセスメント能力向上を目指して」 

 2020年 8月 29日 フィジカルアセスメント①基礎編  講師：中山智代美 

 2020年 10月 3日 フィジカルアセスメント②呼吸器編  講師：中山智代美 

       2020年 10月 17日 フィジカルアセスメント③循環器編  講師：中山智代美 

     (4) 岡山県看護協会 「高齢者施設での看護（褥瘡・排泄編）」 

       2020年 11月 17日  講師：松田晶代 
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